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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 78,680 4.5 9,178 20.9 9,851 25.5 6,204 13.0

2021年３月期第３四半期 75,269 0.6 7,593 15.2 7,848 27.3 5,491 36.7

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 6,433百万円（9.0％） 2021年３月期第３四半期 5,900百万円（43.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 120.69 －

2021年３月期第３四半期 105.84 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 111,518 78,268 70.1 1,531.53

2021年３月期 112,610 75,917 67.3 1,463.01

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 78,175百万円 2021年３月期 75,820百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － － － 50.00 50.00

2022年３月期 － － －

2022年３月期（予想） 51.00 51.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110,000 1.7 12,600 7.4 13,000 7.1 8,650 0.1 167.79

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 57,804,450株 2021年３月期 57,804,450株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 6,760,237株 2021年３月期 5,979,159株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 51,406,231株 2021年３月期３Ｑ 51,879,974株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

今後様々な要因によって予想数値と異なる結果になる可能性があります。
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事業・工種別

2021年３月期第３四半期 2022年３月期第３四半期

比較増減 増減率

受注高（百万円） 構成比 受注高（百万円） 構成比

斜面・法面対策工事 33,935 36.1% 33,050 36.9% △885 △2.6%

基礎・地盤改良工事 30,930 32.9% 33,766 37.7% 2,835 9.2%

補修・補強工事 8,262 8.8% 4,928 5.5% △3,333 △40.4%

環境修復工事 2,519 2.7% 1,752 2.0% △766 △30.4%

一般土木工事 4,822 5.1% 3,314 3.7% △1,508 △31.3%

建築工事 12,561 13.4% 11,729 13.1% △832 △6.6%

その他工事 852 0.9% 921 1.0% 69 8.1%

合計 93,885 100.0% 89,464 100.0% △4,421 △4.7%

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい

状況にあります。ワクチン接種を促進するなかで、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、持ち直しの動きが

続いているものの、変異株をはじめ感染症による内外経済への影響もあり、景気の先行きは依然不透明な状況が続

いております。

　建設業界におきましては、民間建設投資は住宅建設や国内設備投資で持ち直しの動きに足踏みがみられるもの

の、政府建設投資は防災・減災、国土強靭化及び将来を見据えたインフラ老朽化対策を中心として引き続き高水準

で推移する等、良好な受注環境が続きました。

　このような状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間における受注高は、前第２四半期連結会計期

間に受注した大型の橋梁補修工事の反動減があったことにより、894億６千４百万円（前年同期比4.7％減）となり

ました。

　売上高は、手持工事の施工が順調に推移したことにより、786億８千万円（前年同期比4.5％増）となりました。

　利益面では、売上高の増加に加え、採算性が向上したことにより、売上総利益は170億４千５百万円（前年同期

比12.8％増）となりました。

　また、営業利益、経常利益につきましては、売上総利益が増加したことにより、各々91億７千８百万円（前年同

期比20.9％増）、98億５千１百万円（前年同期比25.5％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益

は、持分法適用関連会社（新三平建設株式会社）の全株式売却に伴い関係会社株式売却損７億３千５百万円の特別

損失が発生したものの、62億４百万円（前年同期比13.0％増）となりました。

　なお、当第３四半期連結累計期間における受注の状況は以下のとおりです。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　資産につきましては、現金預金及び関係会社株式売却による投資有価証券有価証券の減少が、未成工事支出金の

増加を上回ったため、前連結会計年度末に比べ10億９千１百万円減少いたしました。

（負債）

　負債につきましては、支払手形・工事未払金等及び未払法人税等の減少により、前連結会計年度末に比べ34億４

千３百万円減少いたしました。

（純資産）

　純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加が、関係会社株式売

却損による利益剰余金及び自己株式の取得による減少を上回ったため、前連結会計年度末に比べ23億５千１百万円

増加いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

  2022年3月期の連結業績予想につきましては、2021年11月２日の「第２四半期累計間及び通期業績予想の修正に

関するお知らせ」で発表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 28,259 26,674

受取手形・完成工事未収入金等 33,555 34,672

電子記録債権 5,778 4,431

有価証券 1,999 1,999

未成工事支出金 2,331 3,485

商品及び製品 22 21

仕掛品 0 0

材料貯蔵品 490 418

未収入金 74 144

その他 1,321 1,347

貸倒引当金 △42 △36

流動資産合計 73,791 73,159

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 6,691 6,485

機械・運搬具（純額） 3,214 3,567

土地 11,419 11,361

リース資産（純額） 29 22

建設仮勘定 228 1,008

その他（純額） 412 502

有形固定資産合計 21,995 22,947

無形固定資産 299 255

投資その他の資産

投資有価証券 7,449 6,863

退職給付に係る資産 2,130 2,364

繰延税金資産 975 739

その他 6,336 5,557

貸倒引当金 △367 △368

投資その他の資産合計 16,524 15,156

固定資産合計 38,819 38,359

資産合計 112,610 111,518

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 12,470 10,494

電子記録債務 7,817 8,251

短期借入金 815 1,147

未払法人税等 2,879 911

未成工事受入金 2,835 3,835

完成工事補償引当金 155 150

工事損失引当金 21 4

未払費用 2,689 1,768

その他 5,937 5,581

流動負債合計 35,622 32,145

固定負債

長期未払金 110 162

リース債務 15 14

繰延税金負債 2 2

再評価に係る繰延税金負債 786 769

役員株式給付引当金 91 94

その他 62 61

固定負債合計 1,069 1,104

負債合計 36,692 33,249

純資産の部

株主資本

資本金 6,119 6,119

資本剰余金 6,358 6,358

利益剰余金 65,761 69,409

自己株式 △2,883 △4,378

株主資本合計 75,355 77,508

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 589 523

土地再評価差額金 △1,082 △1,120

為替換算調整勘定 516 862

退職給付に係る調整累計額 441 401

その他の包括利益累計額合計 465 667

非支配株主持分 96 93

純資産合計 75,917 78,268

負債純資産合計 112,610 111,518
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高

完成工事高 74,921 78,415

兼業事業売上高 347 264

売上高合計 75,269 78,680

売上原価

完成工事原価 59,874 61,454

兼業事業売上原価 287 180

売上原価合計 60,161 61,635

売上総利益

完成工事総利益 15,047 16,961

兼業事業総利益 59 83

売上総利益合計 15,107 17,045

販売費及び一般管理費 7,514 7,866

営業利益 7,593 9,178

営業外収益

受取利息 14 5

受取配当金 94 157

受取保険金 40 333

受取賃貸料 120 207

為替差益 － 48

持分法による投資利益 204 249

その他 69 80

営業外収益合計 544 1,082

営業外費用

支払利息 18 21

支払手数料 5 18

支払保証料 60 44

賃貸収入原価 69 180

為替差損 15 －

その他 120 144

営業外費用合計 288 409

経常利益 7,848 9,851

特別利益

固定資産売却益 9 11

投資有価証券売却益 － 5

特別利益合計 9 17

特別損失

和解金 5 －

固定資産除売却損 0 5

退職特別加算金 － 9

関係会社株式売却損 － 735

特別損失合計 6 750

税金等調整前四半期純利益 7,851 9,118

法人税、住民税及び事業税 2,154 2,697

法人税等調整額 224 227

法人税等合計 2,379 2,925

四半期純利益 5,472 6,193

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △18 △11

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,491 6,204

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 5,472 6,193

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 342 △65

為替換算調整勘定 △22 132

退職給付に係る調整額 29 △40

持分法適用会社に対する持分相当額 78 214

その他の包括利益合計 427 240

四半期包括利益 5,900 6,433

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,912 6,437

非支配株主に係る四半期包括利益 △12 △3

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、顧客との約

束が財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である場合には、代理人として純額

で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は378百万円減少し、売上原価は378百万円減少しておりますが、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、当第３四半期連結財務諸

表への影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。
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